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                     平成２１年３月１２日 

 
国土交通省中部運輸局長 殿 
 
            申 請 者 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会 
            代表者名 会長 飛島村長 久 野 時 男        
 

 
飛島村地域公共交通活性化・再生総合事業計画認定申請書 

 
 
 地域公共交通活性化・再生総合事業計画の認定を下記のとおり申請します。 
 

記 
 

 
申請者名： 
飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会 
代表者名： 
会長 飛島村長 久野時男 

申請者 

構成員： 
別紙「飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会委員名簿」 
参照 
所在地（都道府県名も記載）： 

〒490-1436 

愛知県海部郡飛島村竹之郷三丁目１番地 

飛島村役場 

担当者名： 

総務部 企画課 主任 加藤義彦 

ＴＥＬ： 

０５６７－５２－１２３１ 

ＦＡＸ： 

０５６７－５２－２３２０ 

連絡先（事務局等） 

E-mail： 

tb-kikaku@vill.tobishima.lg.jp 

 
 



 

１．地域公共交通総合連携計画の名称 

 飛島村地域公共交通総合連携計画 

 

２．飛島村地域公共交通活性化・再生総合事業計画の目的 

地域の需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保や旅客の利便性向上を目的

に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）第５条に基づく飛

島村地域公共交通総合連携計画を当協議会においてとりまとめ、同計画の計画的かつ効率的・効

果的な実行を確保することを目的とする。 
 

 

３．総合事業計画の全体事業計画 

（１）全体事業計画の目標 

（目標） 
「住民・企業（従業員）の「生活の足」を確保し、地域ニーズに対応した公平で利便性の高い持

続性のある地域公共交通サービスを提供する。」ことを基本方針とし、以下の基本目標を設定 

①近鉄蟹江駅、名古屋港の双方向接続 

住民・臨海部企業の双方が、近鉄蟹江駅、名古屋港方面の２方向にアクセスできる交通ネット

ワークの確保 

②公共交通のない交通空白地帯の解消 

 バスが唯一の公共交通手段の飛島村で、公共交通が提供されていないエリアに対する新たな公

共交通の提供 

③利用イメージを想定した公共交通事業の設定 

 通勤、買物、通院等、多様化しているニーズに対応した公共交通の確保 

④ハード、ソフト面からの利用促進・支援策 

 利用者及び未利用者への利用促進策及び支援策の検討及び実施 

⑤行政負担を効果的に活用した持続性のある公共交通ネットワークの確立 

効率的かつ合理的な事業スキーム及び運賃収入の拡大を図り、安定した持続性のある公共交通 

の実施 
（評価事項） 

・運行経費に占める運賃収入割合の向上 

・利用者満足度の向上 

・公共交通の空白地域の解消 

・利用者数の増加 

 



 

 
（２）全体事業計画の事業スケジュール 

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）で記載。 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度  

事業の名称 4 月   9 月  12 月  3 月 4 月   9 月  12 月   3 月 4 月  9 月  12 月  3月 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
   

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

   

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

   

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

   

バスロケーション

システムの導入 
   

利用促進活動    

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析） 

   

 

実証運行 

実証運行 

実証運行 

状況調査 

普及啓発活動 

手法確認 

整備 詳細検討 

状況調査 詳細検討 設置 

見直実施 

評価改善 手法確認 評価改善 手法確認 評価改善 



 

 
（３）全体事業計画の事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 
国費 

（見込み） 
地域の負担 

（見込み） 
飛島公共交通バス

の実証実験運行 
 

３７３，７４０ 
千円 

 
１６２，２８８ 

千円 

 
   ２１１，４５２ 

千円 
飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

 

２１，３０７ 

千円 

 

９，６２６ 
千円 

 

１１，６８１ 
千円 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

 
４，９６２ 

千円 

 
２，４８１ 

千円 

 
２，４８１ 

千円 
ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

 
１，０５０ 

千円 

 
５２５ 
千円 

 
５２５ 
千円 

バスロケーション

システムの導入 
 

 
４，５６５ 

千円 

 
２，２８２ 

千円 

 
２，２８３ 

千円 
利用促進活動  

３，１８０ 
千円 

 
１，５９０ 

千円 

 
１，５９０ 

千円 
事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析） 

 
  

８，７００ 
千円 

 
 

４，３５０ 
千円 

 
 

４，３５０ 
千円 

 
小計 

 
４１７，５０４ 

千円 

 
１８３，１４２ 

千円 

 
２３４，３６２ 

千円 

 



 

 
４．総合事業計画の各年度事業計画 

４－１．初年度（平成２１年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 評価事項 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 

・地域住民及び企業従業員

の双方が、近鉄蟹江駅及び

名古屋港方面との接続が可

能となる飛島公共交通バス

を実証運行し、公共交通利

用者の増加及び利便性向上

を図る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・運行経費に占める運賃

収入割合の向上 

・利用者満足度の向上 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

・村内巡回バスを新たに運

行し、交通空白地帯の解消

と移動制約者への支援を図

る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・交通空白地帯の解消 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

・村から最も近い総合病院

（海南病院）への移動手段

として乗合タクシーを新た

に運行し、移動制約者への

支援を図る。 

法定協議会 

民間交通事業者 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

・交通空白地帯の解消 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

・飛島公共交通バスの乗継

拠点として「ミニバスター

ミナル」の整備について調

査検討する。 

法定協議会 

 

・調査検討の実施 

バスロケーション

システムの導入 
 

・飛島公共交通バスにおけ

るバスの走行地点等の情報

をリアルタイムに提供し、

利便性向上を図る「バスロ

ケーションシステム」の整

備について調査検討する。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・調査検討の実施 

利用促進活動 ・コミュニティバスの利用

促進のため、半年間の無料

期間を設定する。また、事

業についてのＰＲの実施及

び広告事業等について調査

検討する。 

法定協議会 

企業 

・無料期間の利用者数 

・普及啓発活動の実施 

・広告事業、サポーター

制度の調査検討 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

・実証実験運行等の実施状

況の確認及び次年度以降の

法定協議会 ・アンケート調査の実施 

・ヒアリングの実施 



 

のための調査分

析）利用促進活動 

事業改善のため、アンケー

ト及びヒアリング調査等を

実施及び分析し、その結果

を取りまとめる。 

・調査結果の分析 

（２）事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

地域の負担 

（見込み） 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
 

１２４，５８０ 
千円 

 
５４，０９６ 

千円 

 
７０，４８４ 

千円 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

 
７，１６９ 

千円 

 
３，２４２ 

千円 

 
３，９２７ 

千円 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

 
１，１４６ 

千円 

 
５７３ 
千円 

 
５７３ 
千円 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

 
０ 
千円 

 
０ 
千円 

 
０ 
千円 

バスロケーション

システムの導入 
 

 
０ 
千円 

 
０ 
千円 

 
０ 
千円 

利用促進活動  
１，４６０ 

千円 

 
７３０ 
千円 

 
７３０ 
千円 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析）利用促進活動 

 
 

２，９００ 
千円 

 
 

１，４５０ 
千円 

 
 

１，４５０ 
千円 

 
小計 

 

 
１３７，２５５ 

千円 

 
６０，０９１ 

千円 

 
７７，１６４ 

千円 

 
 
 
 
 
 
 



 

 
４－２．２年度（平成２２年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 評価事項 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
・地域住民及び企業従業員

の双方が、近鉄蟹江駅及び

名古屋港方面との接続が可

能となる飛島公共交通バス

を実証運行し、公共交通利

用者の増加及び利便性向上

を図る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・運行経費に占める運賃収

入割合の向上 

・利用者満足度の向上 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

・村内巡回バスを運行し、

交通空白地帯の解消と移動

制約者への支援を図る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・交通空白地帯の解消 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

・村から最も近い総合病院

（海南病院）への移動手段

として乗合タクシーを運行

し、移動制約者への支援を

図る。 

法定協議会 

民間交通事業

者 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

・交通空白地帯の解消 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

・飛島公共交通バスの乗継

拠点として「ミニバスター

ミナル」の整備について調

査検討する。 

法定協議会 

 

・調査検討の実施 

バスロケーション

システムの導入 
 

・飛島公共交通バスにおけ

るバスの走行地点等の情報

をリアルタイムに提供し、

利便性向上を図る「バスロ

ケーションシステム」の整

備について調査検討する。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・調査検討の実施 

利用促進活動 ・事業についてのＰＲ活動

及び広告事業等を実施する

する。 

法定協議会 

企業 

・普及啓発活動の実施 

・広告事業、サポーター制

度の実施 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析）利用促進活動 

・実証実験運行等の実施状

況の確認及び次年度以降の

事業改善のため、アンケー

ト及びヒアリング調査等を

実施及び分析し、その結果

を取りまとめる。 

法定協議会 ・アンケート調査の実施 

・ヒアリングの実施 

・調査結果の分析 

（２）事業費等 



 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

地域の負担 

（見込み） 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
 

１２４，５８０ 
千円 

 

５４，０９６ 

千円 

 
７０，４８４ 

千円 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

 
７，０６９ 

千円 

 

３，１９２ 

千円 

 
３，８７７ 

千円 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

 
１，９０８ 

千円 

 

９５４ 

千円 

 
９５４ 
千円 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

 
０ 
千円 

 

０ 

千円 

 
０ 
千円 

バスロケーション

システムの導入 
 

 
０ 
千円 

 

０ 

千円 

 
０ 
千円 

利用促進活動  
８６０ 
千円 

 

４３０ 

千円 

 
４３０ 
千円 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析）利用促進活動 

 
 

２，９００ 
千円 

 

 

１，４５０ 

千円 

 

 

１，４５０ 

千円 
 
小計 

 
１３７，３１７ 

千円 

 
６０，１２２ 

千円 

 
７７，１９５ 

千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
４－３．３年度（平成２３年度）事業計画 

（１）事業計画の概要（目標）等 

事業の名称 事業の概要（目標） 実行主体 評価事項 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
・地域住民及び企業従業員

の双方が、近鉄蟹江駅及び

名古屋港方面との接続が

可能となる飛島公共交通

バスを実証運行し、公共交

通利用者の増加及び利便

性向上を図る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・運行経費に占める運賃収

入割合の向上 

・利用者満足度の向上 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

・村内巡回バスを運行し、

交通空白地帯の解消と移

動制約者への支援を図る。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・交通空白地帯の解消 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

・村から最も近い総合病院

（海南病院）への移動手段

として乗合タクシーを運

行し、移動制約者への支援

を図る。 

法定協議会 

民間交通事業

者 

・利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

・交通空白地帯の解消 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

・調査検討結果に基づき、

飛島公共交通バスの乗継

拠点として「ミニバスター

ミナル」を整備する。 

法定協議会 

 

・乗継拠点利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

バスロケーション

システムの導入 
 

・調査検討結果に基づき、

飛島公共交通バスにおけ

るバスの走行地点等の情

報をリアルタイムに提供

し、利便性向上を図る「バ

スロケーションシステム」

を整備する。 

法定協議会 

三重交通㈱ 

・バスロケ利用者数の増加 

・利用者満足度の向上 

利用促進活動 ・事業についてのＰＲ活動

及び広告事業等を実施す

るする。 

法定協議会 

企業 

・普及啓発活動の実施 

・広告事業、サポーター制

度の実施 



 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析）利用促進活動 

・実証実験運行等の実施状

況の確認及び次年度以降

の事業改善のため、アンケ

ート及びヒアリング調査

等を実施及び分析し、その

結果を取りまとめる。 

法定協議会 ・アンケート調査の実施 

・ヒアリングの実施 

・調査結果の分析 

（２）事業費等 

 

事業の名称 

総事業費 

（見込み） 

国費 

（見込み） 

地域の負担 

（見込み） 

飛島公共交通バス

の実証実験運行 
 

１２４，５８０ 

千円 

 

５４，０９６ 

千円 

 

７０，４８４ 

千円 

飛島コミュニティ

バスの実証実験運

行 

 

７，０６９ 

千円 

 

３，１９２ 

千円 

 

３，８７７ 

千円 

海南病院通院支援

タクシーの実証実

験運行 

 

１，９０８ 

千円 

 

９５４ 

千円 

 

９５４ 

千円 

ミニバスターミナ

ルの設置等環境整

備 

 

１，０５０ 

千円 

 

５２５ 

千円 

 

５２５ 

千円 

バスロケーション

システムの導入 
 

 

４，５６５ 

千円 

 

２，２８２ 

千円 

 

２，２８３ 

千円 

利用促進活動  

８６０ 

千円 

 

４３０ 

千円 

 

４３０ 

千円 

事業評価活動（モ

ニタリング・評価

のための調査分

析）利用促進活動 

 

 

２，９００ 

千円 

 

 

１，４５０ 

千円 

 

 

１，４５０ 

千円 

 
小計 

 

１４２，９３２ 

千円 

           

６２，９２９ 

千円 

 

８０，００３ 

千円 

 
 


